
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暮らしのお手伝い あなたの安心をサポートします 
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  本誌についてのお問い合わせは、お気軽にどうぞ 

 
■新年ご挨拶・表彰・社協会費・共同募金…２ 

■社会福祉大会・福祉作品コンクール結果…３ 

■ほのぼのネットワーク活動・福祉安心電話サービス事業…４ 

■地 域 福 祉 活 動 報 告…５ 

■寄 附 ・ 職 員 募 集 ・ 自 立 相 談 窓 口…６ 

も 

く 

じ 

七戸町社協    検索 「七戸町社協」で検索してね!! 

川原町町内会 フラダンス 

柏葉町内会 ウオーキング 

倉岡町内会 人形作り 

 

作田町内会 除雪活動 新川原町内会 スカットボール

動 

哘分館 除雪活動 白石分館 除雪活動 

森ノ上分館 除雪活動 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ 

 

社

会

福

祉

に

功

績

の

あ

っ

た

皆

様

が

表

彰

さ

れ

ま

し

た 

更 な る ご 活 躍 を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 

第

68
回
上
北
郡 

社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 
 

 

【
平
成

30
年

10
月

5
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

 

工 

藤 

照 

美 

岡 

山 

淳 

子 

北 

川 

明 

美 

瀬 

川 

克 

恵 

新 

山 

博 

道 

田 

原 

節 

子 

白 

石 

奈
つ
美 

 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
】 

 

半 

崎 

久
美
子 

寺 

沢 

チ 

サ 

鳥
谷
部 

金 

作 

 

平
成

30
年
度
青
森
県 

共
同
募
金
会
会
長
表
彰 

 
 

 
 
 

【
平
成

30
年

10
月

29
日
】 

 

【

10
年
以
上
奉
仕
功
労
の
部
】 

 

田 

島 

政 

義 

中 

村 

文 

隆 

四 

戸 

義 

悦 

横 

手 

幸 

年 
 

 

■ 

感
謝
の
部 

 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

 

七
戸
建
築
連
合
組
合 

七
戸
町
艶
舞
会 

け
ん
し
ん
よ
う
柏
葉
会 

森 

田 

洋 

子 
 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
、
旧
年
中
は
、
社
協
会
費
、
共
同
募
金
を
は
じ
め
、
本
会
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

現
在
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
公
的
制
度
の
支
援
だ
け
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
多
様
化
・
重
複
化
し
た
様
々
な
生
活
課
題
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
住
民
が
主
体
的

に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
体
制
づ
く
り
と
、
そ
の
体

制
づ
く
り
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
施
策
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
公
的
な
制
度
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
・
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
な
ど
、

社
会
福
祉
関
係
者
が
と
も
に
協
働
、
連
携
し
、
地
域
に
お
い
て
社
会

的
な
使
命
と
役
割
を
踏
ま
え
た
活
動
を
、
再
度
見
つ
め
直
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
住
民
の
皆
様
と
手
を
取
り
合

い
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
各
関
係
団
体
等
と
連
携

し
て
、
更
な
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

本
年
も
、「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

 

七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

会
長 

濵 

中 

幾
治
郎 

【敬称略】 
 

平成 31年 1月 1日(2) 第 29号 社 協 だ よ り 

平
成

30
年
度
青
森
県 

ふ
れ
あ
い
活
動
功
労
者
知
事
表
彰 

 
 
 

 

【
平
成

30
年

12
月

26
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

 

附 

田 

順 

子 

平 

野 

重 

子 

鳥
谷
部 

秀 

子 

七
戸
建
築
連
合
組
合 

 
地域福祉へ役立てます 社

会

福

祉

協

議

会

会

費

・

赤

い

羽

根

共

同

募

金 
 

各
町
内
会
・
常
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
７
月
に
社

協
会
員
毎
戸
加
入
運
動
、
10
月
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
社
協
会

費
・
共
同
募
金
は
、
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

平成 30 年 11 月 30 日 現在 
 

社 会 福 祉 協 議 会 会 費 

 納入件数 納 入 額 

合  計 4,190件 4,191,000円 
   

赤 い 羽 根 共 同 募 金 

区  分 募金件数 募 金 額 

合  計 4,104件 2,779,555円 

内 
 

訳 

毎戸募金 4,015件 2,377,360円 

法人募金 49件 302,500円 

職域募金 27件 68,917円 

学校募金 3件 18,800円 

店頭等募金 10件 11,978円 

 

第

11
回
七
戸
町 

社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 

 
 

 

【
平
成

30
年

11
月

30
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

 

白 

石 

奈
つ
美 

田 

原 

節 

子 

瀬 

川 

克 

恵 

新 

山 

博 

道 

北 

川 

明 

美 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
等
】 

 

渡 

部 

節 

子 

西 

野 

ひ
と
み 

古
屋
敷 

ヨ
シ
ノ 

端 

本 

幸 

江 

市 

川 

セ 

ツ 

天 

間 

愛 

子 

三 

浦 

義 

美 

 

【
社
会
福
祉
施
設
・ 

社
会
福
祉
事
業
団
体
】 

 

お
話
の
会
「
ゆ
り
か
ご
」 

 
 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

 

横
町
本
町
町
内
会 

治
部
袋
町
内
会 

道
ノ
上
分
館 



社 協 だ よ り 

 

                                          

佳 
 

作 

優 
秀 

賞 
最
優
秀
賞 

■ 

一

般

の

部 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
応
募
数
290

作
品
】 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

中
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
応
募
数
232

作
品
】

 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

小
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
応
募
数
114

作
品
】 

祖
父
笑
う 
連
ら
れ
て
祖
母
も 

笑
顔
咲
く 

く
だ
ら
な
い 

祖
父
母
の
け
ん
か 

ほ
ほ
え
ま
し 

い
つ
も
い
る 

友
の
気
づ
か
い 

大
切
に 

ば
あ
ち
ゃ
ん
の 

作
る
野
菜
は 

世
界
一 

感
謝
す
る 

心
も
つ
か
ら 

感
謝
さ
れ 

毎
日
の 

感
謝
の
気
持
ち 

忘
れ
ず
に 

母
が
い
る 

だ
か
ら
私
は 

こ
こ
に
い
る 

反
抗
期 

そ
れ
で
も
母
は 

僕
の
た
め 

が
ん
ば
れ
ば 

希
望
の
光 

目
の
前
に 

父
母
へ 

二
人
は
僕
の 

宝
物 

や
さ
し
さ
に 

あ
ふ
れ
た
せ
か
い 

め
ざ
し
た
い 

お
弁
当 

母
の
愛
情 

つ
ま
っ
て
る 

大
切
だ 

家
族
は
い
つ
も 

宝
物 

友
達
の 

さ
し
出
す
そ
の
手 

あ
た
た
か
い 

親
切
は 

人
の
心
を 

温
め
る 

祖
母
の
田
の 

炊
い
た
御
飯
は 

世
界
一 

ゴ
ー
ル
ま
で 

ぼ
く
の
力
は 

無
限
大 

つ
ら
い
と
き 

は
げ
ま
し
合
え
る 

仲
間
達 

遠
山

と
お
や
ま

 

由
樹

ゆ

き 

髙
田

た

か

だ

 

麻
友

ま

ゆ 

小
坂

こ

さ

か

 

鈴
奈

れ

な 

瀬
川

せ

が

わ 

き
ら
り 

竹
内

た
け
う
ち

 

夕
都

ゆ

う

と 

佐
藤

さ

と

う

 

梨
乃

り

の 

田
中

た

な

か

 

咲
希

さ

き 

盛
田

も

り

た

 

真
明

ま
さ
あ
き 

沢
尻

さ
わ
じ
り

 

美
琴

み

こ

と 

西
野

に

し

の

 

春
徹

は

る

と 

尾
ノ
上

お

の

う

え 

瑛
人

え

い

と 

峯
田

み

ね

た

 

隆
禎

り
ゅ
う
じ 

鳥
谷
部

と

り

や

べ 

千
夏

ち

な

つ 

町
屋

ま

ち

や

 

悠
斗

ゆ

う

と 

沢
尻

さ
わ
じ
り

 

千
智

ち

さ

と 

髙
田

た

か

だ

 

里
捺

り

お 

町
屋

ま

ち

や

 

漣
音

れ

お

ん 

楠
く
す
の
き

 

明
咲

め

い

さ 

七
戸
高
３
年 

七
戸
高
２
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
３
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
中
２
年 

七
戸
中
２
年 

七
戸
中
１
年 

七
戸
中
２
年 

七
戸
中
１
年 

七
戸
中
２
年 

天
間
西
小

６
年 

天
間
西
小

６
年 

天
間
西
小

５
年 

天
間
東
小

５
年 

七
戸
小
５
年 

天
間
西
小

５
年 

平成 30年度 福祉作品コンクール 入賞作品 

平成 30年 1月 1日 

～ た く さ ん の ご 応 募 あ り が と う ご ざ い ま し た ～ 
 
 

 福祉への関心を高めるため、児童生徒及び一般を対象に、今年度は、「ありがとう」、「いきいき」をテーマに、川柳、写真を募集したとこ

ろ、多数の応募があり、審査の結果、次のとおり入賞作品を決定いたしました。入賞作品は、広報や各種事業に活用させていただきます。 

 なお、写真部門については応募がありませんでした。 

 

 ◆ ◆ ◆ 川 柳 部 門 ◆ ◆ ◆ 

(3)第 29号 

◆ ◆ ◆ 審査委員 ◆ ◆ ◆ 
石 田 正 雄(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳]   附 田 日出行(フォトしちのへ)[写 真]   藤 原 照 雄(本 会 副 会 長)[川柳･写真] 

倉 岡 京 子(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳]   金 見 真 樹(フォトしちのへ)[写 真]   川 村 リチヱ(本 会 副 会 長)[川柳･写真]

和 田 ユ キ(しちのへ小絵馬川柳吟社)[川 柳] 

 

 

 

こ
の
大
会
は
、
町
の
社
会
福
祉

の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
顕
彰
し
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
も
、
去
る
11
月
30

日(

金)

午
後
1
時
30
分
か
ら
、
七

戸
中
央
公
民
館
で
ご
来
賓
並
び

に
町
内
会
・
分
館
・
常
会
関
係
者
、

民
生
委
員
、
一
般
参
加
者
多
数
ご

出
席
の
も
と
、
社
会
福
祉
に
功
績

の
あ
っ
た
七
戸
町
社
会
福
祉
大

会
表
彰
13
名
・
7
団
体
の
方
並

び
に
、
平
成
30
年
度
福
祉
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
最
優
秀
賞

3
名
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

第

11
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会
開
催 

  

式
典
後
、
青
森
県
大
間
町
出

身
で
五
代
目
三
遊
亭
円
楽
に
入

門
し
た
、
三
遊
亭
大
楽 
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
笑
い
と
健
康
、
笑

点
ウ
ラ
話
」
と
題
し
、
ご
講
演

と
古
典
落
語
を
ご
披
露
頂
き
ま

し
た
。 

落
語
家
に
な
る
ま
で
の
修
行
の

お
話
や
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み

の
笑
点
の
裏
話
で
は
、
他
で
は

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

お
話
を
沢
山
し
て
下
さ
り
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
古
典
落
語
で
も
終
始
爆
笑

の
渦
に
包
ま
れ
、
笑
い
が
元
気

に
な
り
、
出
席
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
か
ら
は
「
貴
重
な
話
が

聞
け
て
楽
し
か
っ
た
。
」
「
と
て

も
面
白
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

 

社会福祉に功績のあった方を表彰いたしました 

大間町出身の講師（三遊亭大楽氏） 

【敬称略】 
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平成 31年 1月 1日(4) 第 29号 社 協 だ よ り 

 緊急通報装置「福祉安心電話」を設置し、ご利用世帯の近隣にお住いのボランティアや関係機関のご協力を得ながら、急

病や火災等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図り、また、日常的な見守り・支援のネットワークを構築するサービスです。 

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
の
支
え
あ
い 

「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」 

地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動 

 ほのぼの連絡員、ほのぼの交流協力員、町内会長、分館長、民生児童委員の皆様には、すでにご案内させて

いただいておりますが、関心のある一般の方でご希望の方は、1 月 10 日(木)までにお電話にてお申込みくだ

さいますようお願いします。 

お申込み先 電話(0176)62-6790 【受付時間 平日 8:30～17:00】 

平成 30年度 ほのぼのネットワーク活動研修会のご案内 

 本会では、地域での支え合い活動の推進のため、ほのぼのネットワーク活動を推進していますが、その活動

の充実のため、研修会を開催することになりました。今回は、町おこしイベント「B－１グランプリ」おなじみ

の十和田バラ焼きゼミナール 舌校長 畑中 宏之 氏を講師にお招きし、「人づくり」「地域づくり」にスポットを

当てた講義をいただきます。 

○ 日 時 平成31年1月16日(水) 

      午後6時30分～午後８時 
 

○ 会 場 柏葉館 多目的ホール 
 

○ 講 演 ラ ビ ア ン ロ ー ズ 

       ～ バラ色の人生を ～ 

     「人を元気に 地域を元気に」 

 
   【講 師】 十和田バラ焼きゼミナール 舌校長 畑 中 宏 之  氏 

もしもの時のための緊急通報システム 

「 福 祉 安 心 電 話 サ ー ビ ス 事 業 」 

○ 対象世帯 

  ・一人暮らし高齢者世帯 

  ・高齢者夫婦世帯 

  ・寝たきりの高齢者がいる世帯 

  ・障害者がいる世帯 

  ※上記で、審査で利用が適当と判断 

   された場合にご利用できます 
 
○ 利用料 

  月額315円 

  ※ 別に、所得により設置費が 

       かかる場合があります 
 

○ 近隣にお住いの緊急対応等を行う 

     協力員3名以上が必要です 

 
お問合せ先 電話(0176)62-6790 【受付時間 平日 8:30～17:00】 へ お気軽にお問合せください 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 31年 1月 1日 (5)第 29号 社 協 だ よ り 

地域福祉活動報告  支 え い
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子ども福祉体験スクール 2018 

 

８
月
２
日 (

木)

、
子
ど
も
福
祉
体
験

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
に
よ

り
「
聴
覚
障
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
18
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
の
種
類
や
、

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
づ
ら
い
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
聴
こ
え
な
い
状
態
を
想
定
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
で
は
、

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験
し
た

り
、
手
話
で
あ
い
さ
つ
や
自
分
の
名
前

を
ど
う
表
現
す
る
か
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
音
以
外
の
手
段
で
人
に
伝

え
る
様
々
な
工
夫
や
、
聴
覚
障
が
い
を

支
え
る
グ
ッ
ズ
、
手
話
通
訳
の
撮
影
を

行
う
設
備
な
ど
、
初
め
て
見
た
り
知
っ

た
り
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
し
て
く
れ
た
児
童
生

徒
か
ら
は
、「
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
、

障
が
い
の
な
い
人
た
ち
が
も
っ
と
知
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
な
ど
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

参加した児童生徒のみなさん 

七戸建築連合組合「住宅感謝デー」 

 

10
月
28
日(

日)

、
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
七
戸
建
築

連
合
組
合
主
催
の
「
住
宅
感
謝
デ

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員

の
方
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
包
丁
な
ど
の
刃
物
研
ぎ
や
、
ま
な

板
の
削
り
直
し
、
ま
な
板
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
は
、
例
年
に
な
く
暖

か
い
天
候
の
せ
い
か
、
100

名
も
の
た

く
さ
ん
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
「
今
回
、
初
め
て
知
っ
て

研
い
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ず
っ
と
続

け
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
住
宅
感
謝
デ
ー
の
益

金
の
一
部
は
、
本
会
へ
ご
寄
付
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
七
戸
建
築
連
合
組
合

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

地 域 力 の 

高齢者疑似体験・車イス体験 

 

７
月
11
日 

(

水)

城
南
小
学
校

６
年
生
、
10
月
30
日(

火)

七
戸
小

学
校
４
年
生
、
11
月
22
日(

木)

天

間
西
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

が
、
高
齢
者
疑
似
体
験
・
車
イ
ス

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
80
歳
く

ら
い
の
体
の
状
況
を
体
験
で
き
る

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
身
に

着
け
、
見
え
方
・
聞
こ
え
方
・
関

節
の
動
か
し
づ
ら
さ
を
体
験
し
ま

し
た
。
ま
た
、
車
イ
ス
体
験
で
は
、

操
作
の
方
法
と
介
助
さ
れ
る
立
場

に
な
っ
て
乗
る
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
通
し
て
、

「
こ
の
状
態
が
ず
っ
と
続
く
の
は

大
変
。
」
、「
車
イ
ス
に
乗
っ
た
時
は

怖
か
っ
た
。
介
護
す
る
人
も
さ
れ

る
人
も
大
変
だ
と
思
っ
た
。」
な
ど

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

天間西小 3 年生の高齢者疑似体験の様子 

刃物研ぎの様子 

城内高年クラブ 雑巾の寄贈ありがとうございました 

 

11
月
20
日
（
火
）
、
城
内
高
年

ク
ラ
ブ 

奥
村
勝
行
会
長 

と 

辻

浦
美
恵
副
会
長
、
石
田
正
子
女
性

部
長
が
、
七
戸
小
学
校
を
訪
れ
、

雑
巾
253

枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
で
は
、
定
期
的
に
10
人

ぐ
ら
い
で
集
ま
り
、
み
ん
な
で
布

を
持
ち
寄
り
、
健
康
と
指
先
の
運

動
を
か
ね
て
、
雑
巾
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

七
戸
小
学
校
の
沢
田
真
也
校

長
は
、
「
避
難
訓
練
時
、
土
足
で

の
練
習
に
な
り
校
舎
が
汚
れ
る

た
め
、
雑
巾
は
非
常
に
助
か
り
ま

す
。
子
供
た
ち
と
学
校
を
綺
麗
に

し
て
い
き
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言

葉
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

学校を綺麗にしてくださいね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           

 
 

２０１８年も皆様のご理解とご協力によりまして、活動することが出来ました。 

ご紹介した事業は、皆様からの社協会費や寄付金により実施させていただいております。 

 

平成 31年 1月 1日(6) 第 29号 社 協 だ よ り 

 次の方々から、心温まるご寄付をいただきました。皆様の善意を大切に地域福祉の推進のため、活用させていただきます。 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
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副
委
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委
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【編集】 

広 報 

委員会 

   12 月６日 玉 勝 温 泉 様    12 月 12日 七戸町赤十字奉仕団七戸分団  様 
 （東 北 町） 

 

 

 

 
 
 
  
 

募 集 人 員 若 干 名 募集受付期間 平成３１年３月 31 日まで 

月 給 等 

必 要 資 格 

①無 資 格  月給 136,400～ 

②介護職員初任者研修修了（旧ヘルパー２級） 月給 138,000 円～ 

③介 護 福 祉 士 月給 140,000 円～ 

④介 護 支 援 専 門 員 月給 173,000 円～ 

※無資格の方については、本会独自の奨学金制度として介護職員初任者研修受講料の貸与制度を利用し

(条件により返済不要)、介護職員初任者研修を受講していただきます。研修中も給与を支給します。 

資格・役職手当 3,000 円～15,000 円／月額 年末年始手当 12/30～1/3 の間で勤務 １日 5,000 円支給 

昇 給 年 1 回 賞 与 年 2.7 ヶ月 通 勤 手 当 最大 月 10,000 円 

退 職 金 有り  ※ 支給例：基本給 140,000 円スタート 15 年勤務で約 300 万円支給 

業 務 内 容 ケアマネ－ジャ－・在宅高齢者及び障害者の訪問介護業務 ※女性求人(均等法適用除外 入浴介助あり)  

勤 務 時 間 午前 8 時～午後 5 時 ※その他シフト制により早出、遅出があります。夜勤はありません。 

有 給 休 暇 
①年次有給休暇 10～20 日(毎年付与) ※残日数は次年度に繰越します (上限２０日) 

②結婚休暇 5 日   ③服喪休暇 最大 10 日   ④夏季休暇 7 月から 10 月までの間 2 日間 

提 出 書 類 履歴書・資格証明書の写し 採 用 試 験 後日連絡します ※ゆうずらんど内七戸町社会福祉協議会で面接を行います。 

問 合 せ 先 電話 0176-62-6790 担当：西野 

※時給制（900 円～1,100 円）によるパート職員も随時募集しておりますので、お気軽にお問い合わせください。  

高齢者・障害者を支える介護職員として、私たちと一緒に働きませんか？ 

皆 様 か ら の 善 意 の ご 寄 付 大 切 に 使 わ せ て い た だ き ま す 

急 募 ! ! 在 宅 サ ー ビ ス に 従 事 す る 正 職 員 を 募 集 し て い ま す 
 

0176-62-4879 


